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任期満了に伴う役員改選が行われ、平成27年度役員が選任されました。
今年度、新たに会長・副会長となられたお2人からメッセージをいただきました。新会長・新副会長のご紹介新会長・新副会長のご紹介

平成２7～２8年度 役員名簿平成２7～２8年度 役員名簿

平成27年度 合同委員会開催平成27年度 合同委員会開催

技術委員会主催により協会会員22名が参加し、大阪市大正区に
ある株式会社クボタ恩加島事業センターの視察会を行いました。
クボタシーアイ株式会社による排水システム実験タワーを活用
した清水・洗濯泡排水などの排水実験を見学し、集合管システム
についての講習を受講しました。同センターは大正6年設立以来、
クボタ発祥の鋳物製品の製造に携わっており、鋳鉄管は耐久性
やリサイクル性などの基本性能が再評価されており、集合管にお
いても高い排水能力と優れた継手機能により集合住宅での快適
な生活空間の実現に寄与しています。

■日時：平成27年3月11日（水）
■場所：大阪市大正区南恩加島クボタ排水システム実験タワー視察会実施

　去る本年5月、兵庫県空調衛生工業
協会通常総会において、神田前会長の
後を受けまして会長に推挙いただき
ました株式会社山口商会の山口敬三
でございます。その重責に身の引き締
まる気持ちでございますが、全身全霊
をもって協会会員各位とともに業界の
発展に邁進して参る所存です。どうか
よろしくお願いいたします。

　今年はアベノミクスによる経済政策、地方創生の政策に期待が寄せられ
ていますが、阪神・淡路大震災から20年を経過し、新しい建設産業の展開
が求められておりますように、我々も空調衛生業界としてどう関わっていく
か、地球環境問題など最も次世代につながる新しい産業づくりの先駆的役
割を担う業界であることを痛切に感じており、共に進化させていこうではあ
りませんか。
　協会の組織体制の中で、新たに｢未来ビジョン委員会｣を立ち上げました。
兵庫県主導の“建設業魅力アップ協議会”、そして、“建設産業担い手確保育
成地域連携ネットワーク会議”等とも連携し若い世代に設備業種の重要性、
将来性を理解願うとともに、インターンシップによる職業体験の促進などを
目指し、工業高校等の訪問活動も積極的に進めて参りたいと考えております。
　引き続き、この建築物等の設備とは何か、が浸透するよう、関係団体とと
もに全県下会員各位の結束により、明るい未来の創出に向けて歩みたいと
思っております。
　ご理解、ご協力のほど、改めてよろしくお願い申し上げます。

　この度の総会での役員改選により

副会長の重職を仰せつかりました山

口潤一でございます。

　今の協会は、財政的に非常に厳し

い状況です。私自身、薄学、経験不足

ですので、このような中どうやって運

営していくのか、戸惑っています。協

会会員の皆様のお知恵を借りながら

努力して行きたいと思っています。

　また会員企業にとりましても若年技術者の育成、後継者への引き

継ぎ等いろいろな問題をかかえて事業を進めなければなりません。

幸いにも協会では、県が推進する〈兵庫県建設業魅力アップ協議会〉

や高校生インターンシップ等に参画しています。

　また各委員会でもいろいろな事業を計画しています。ぜひたくさん

の会員様の出席を賜り、協会活動を盛り上げ、本協会が意義ある団体

として運営できるようにしたいと思いますので、皆様のご協力よろしく

お願いします。

山口　敬三　会長 山口  潤一  副会長

会　長　　山口　敬三　「㈱山口商会」　　　　　　（新任）
副会長　　原田　高幸　「㈱原田工業所」
副会長　　山口　潤一　「播磨設備㈱」　　　　　　（新任）
専務理事　　高礒　善光　「(一社)兵庫県空調衛生工業協会」（新任）
理    事　　井戸　裕之　「池水工業㈱」
理    事　　齊藤　保晶　「齊藤設備工業㈱」　　　　（新任）
理    事　　髙井　豊司　「髙井工業㈱」
理    事　　髙谷　俊則　「三神工業㈱」　　　　　　（新任）
理    事　　竹内　英正　「㈱竹内工業所」
理    事　　西尾　強　　「㈱西尾設備」
理    事　　橋本　白民　「日新工業㈱」

理    事　　林　　藤雄　「播州設備㈱」
理    事　　原田　猛　　「㈱トラスト」
理    事　　平岡　秀文　「伊丹産業設備㈱」
理    事　　藤岡　建也　「㈱ 但馬近畿工業」　　　　（新任）
理    事　　堀川　雅春　「㈱堀川忠義商店」
理    事　　松本　雅稔　「㈱ スイカン」　　　　　　（新任）
理    事　　山本　繁之　「山本鑿泉水道㈱」
理　事　　山本　正幸　「邦設備工業㈱」　　　　　 （新任）

監    事　　佐藤　勝也　「㈱イトーヨーギョー 」          （新任）
監    事　　上杉　輝之　「(一社)兵庫県空調衛生工業協会 」

　今回は新体制の紹介を中心に掲載しました。
これからは、楽しく親しみやすい、協会を身近に感
じてもらえる「ゆう和」をこの広報委員会メンバーで
編集していきます。よろしくお願いします。

平成2 7年度新体制での理事・監事

同メンバーで2年間、活動を行っていきます。よろしくお願いいたします。

人事や表彰、事務局職員の人事や給
与、会員の入退会、諸規定の改定や
会費の改正、予算の編成や決算を行
う。什器備品の購入や資産、現金の
出納も管理する。また、議事録管理保
存を行い、他の委員会の所掌に属し
ない事項を担当する。

諸官庁への建議、答申、陳情や工事
発注機関に対する連絡調整。建築
設備工事の直接発注、市場開発促
進を行い、安全衛生大会の開催を
担当。労務対策および雇用管理改
善や建設防災排煙設備の調査研究
や会員企業の協調とチャリティ事業
を実施する。

一般設備利用者に対する啓発や広
報、会報の編集及び刊行物、名簿刊
行。会員企業、団体企業への情報伝
達や情報交換、協会事業のPR、HP
の作成、更新を行う。また、データ
ベースを整備し、電子入札や電子施
工管理及び電子納品にも対応する。

協会の将来計画及び経営の安定化
方策、建設業の魅力発信や担い手
の確保・育成、協会会員の加入促進
を行う。また、兵庫県や関連業界と
の協調を図る。

設備技術向上や設備機器と資材の
調査研究、低炭素社会の実現、環境
問題や新しい事業展開についても調
査研究を行う。また、法令の普及や指
導、技術者の育成指導を行い、技術
講演会を実施する。さらに、賛助会員
や環境行政機関との連携も図る。

平成27年6月16日（土）に平成27年度合同委員会が開催さ
れました。委員長を始めとして、5つの委員会の方々が集まり、
今年度の委員会方針・施策を決定しました。

総務委員会

  技術環境委員会

経営開発安全委員会

 広報委員会

 未来ビジョン委員会

編集後記



　本日は兵庫県知事井戸敏三様を
始め、兵庫県ご当局幹部の方々、関
係行政幹部の方々にはご公務多忙
のところ、私ども兵庫県空調衛生工
業協会平成27年度通常総会懇親
会にご出席いただき、ありがとうご
ざいます。また、友好各種団体から
も多数のご出席、感謝申し上げます。

そして、会員様もご出席ありがとうございます。神田前会長は強力な
リーダーシップ、卓越した行動力、闊達な人品骨柄を以って全身全霊
で兵庫県空調衛生工業協会を導いていかれました。後を継ぐ我々は
微力ではございますが、決して真似のできないことではございますが、
神田前会長のご意志で交代することとなりました。神田前会長には引
き続き、相談役としてご指導ご鞭撻をいただきたく思います。
　さて、平成26年度には久々に協会としてインターンシップの取り組
みを復活させ、また、兵庫県ご当局と共に建設業魅力アップ協議会、そ
して、建設産業担い手確保・育成地域連携ネットワーク会議等を通じ、
新たな働きかけを模索しているところでございます。我々もそれを引き

継ぎさらに前進できるように頑張る所存でございます。若年労働者の
発掘育成はもとより、高齢技術者の活用、女性技術者の登用等新たな
形を模索し作り上げたいと考えております。さて、これは来年九月度の
話ではありますが、一般社団法人日本空調衛生工事業協会の全国会
議がこの地、兵庫県で開催されることとなりました。基調講演を始め、
会員による事例発表等、そして全国の会員の方々との意見交換など
我々業界の発展のためのまたとない機会になると思います。また、全
国の皆様に阪神淡路大震災後、20年余りの歩みを体感していただき、
そして、日本初の世界文化遺産『姫路城』を見ていただき、兵庫県並
びに兵庫県空調衛生工業協会のホスピタリティーを体験していただ
きたいと考えております。ぜひとも皆様、ご協力をお願いしたいと思い
ます。
　最後に、神田前会長の流れを踏襲しながら、新役員一堂が一丸と
なって兵庫県の設備工事業に関わる企業の発展を目指して取り組む
ことをお誓い申しまして、さらには、行政各位、友好団体の皆様のご出
席に厚く感謝申し上げ、新役員を代表して平成27年度通常総会懇親
会の挨拶とさせていただきます。本日はありがとうございます。そして、
よろしくお願いいたします。

■ 顧問祝辞
　  藤田　孝夫　兵庫県議会議員

■ 新任ごあいさつ
　  高礒　善光　専務理事
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■ 日 時 ： 【通 常 総 会】平成27年5月27日（水）午後3時30分～
　　　　  【通常総会懇親会】平成27年5月27日（水）午後5時～

■ 場 所 ： ホテルクラウンパレス神戸5階
　　　　 【お 祝 い 贈 呈】原田 高幸（㈱原田工業所）様
                                     林 藤雄（播州設備㈱）様
　　　　 【感 謝 状 贈 呈】藤井 一博（藤井設備工業㈱）様
                                     松原 孝光（㈱ツダ）様

お 知 ら せ

3種類の協会ポスターを作成しました。

※協会HPに掲載しています。

第40回 通常総会・懇親会第40回 通常総会・懇親会
総会では、平成26年度事業報告・決算報告、平成27年度事業計画・
収支予算及び役員改選が議案通り可決されました。また、同日、平成
27年度協会スローガンが決議されました。

■ 新会長懇親会挨拶

■ 知事祝辞
　 井戸  敏三  兵庫県知事

　さきほどの総会も盛会で、誠におめでとうございます。まず、お礼で
すが、4月3日告示の統一地方選挙では大変お世話になりました。普
段お付き合いのあった議員は大概当選させていただいたのではな
いかと思います。心からお礼申し上げたいと思います。
　県議会は開会に向けて新たな期をスタートするに相応しい人材、
人選を確認し、6月議会が始まります。当協会におかれましては、今日
の総会で、なにかにつけ闊達に発言され、当協会の知名度を上げら
れました神田会長が勇退され、新山口会長が就任されました。兵庫
県議会と同じようにスタート地点に立ったと実感しました。神田会長
の一番の功績は、もう少し居ていただいたらいいのにと惜しまれつつ、
今日の勇退されたことにあるのではないかと思います。そして、次の
山口会長にバトンタッチをできる会を維持されたことこそが一番の
功績ではないかと思います。この協会が発展することを願ってやみま
せん。

　さて、兵庫県下では地方創生という条例
を2月に制定し、10月に向けてさまざまな
地方創生計画を練っているところでありま
す。考えてみましたら、この計画は人口減
少に対する備えということが一番大きな問
題となっているのですが、人口減少はどこ
でも起こります。その中で、すでに経済は
疲弊していくことを想定して、その計画より
も上にいくというのでなければ、本当の豊かさにはならないというこ
とを自覚しながら、人口が減った中での豊かさの指標を求めることで
はないかと思います。県下一丸となって一年ではなく、長期的な取り
組みとして、今スタートする時期に立っております。
　山口新体制の下、この協会がますます発展されますこと、それぞれ
の企業がこの一年、地方創生、そしてさまざまな改革の波を確実に捉
えて発展されますことを心から祈念申し上げて挨拶といたします。お
めでとうございます。
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　神田前会長は明るい性格ですし、マラ
ソンも走りぬけてしまうほど体力もお持
ちで、新しい事業に好奇心を持って対応
されておられましたので、協会としては
非常に強いリーダーシップを発揮されて
いたのだと思いますが、もう8年4期やっ
ていらっしゃるので、交代されたようで、大変ご苦労様でした。山口
新会長は神田会長の下でずっと良さを引き継いで、山口新会長ら
しいリーダーシップを発揮し仕事をしていただけるのではないか
と期待したいと存じます。
　震災から20年が経過しました。震災後に建てられた建物につ
いても、ある意味で更新時期に来ているものも多いと思います。こ
れからは新設も重要ですが、設備の更新にどのように対応してい
くのか、インフラの老朽化が大きな課題になっており、空調設備に
ついても同じような課題に直面しています。利用者側から見ると、
結構コストがかかります。そういう意味で経済性を持って対応して
いくことが大きな課題だと思っています。
　地方と中央という関係性から、我々は地域創生ということにさせ
ていただきました。だから、2つの課題があると思っています。東京
対地方という意味で兵庫県がどう対応していくか、兵庫県の中で
の都市地域とその他の地域といった地域構造上の問題にどう対
応していくかという課題です。広い意味での東京対地方、兵庫県
内の違いに応じた対応が必要だと思います。これを解決できれば、
兵庫は日本のモデルになると思います。その志を持ってぜひ対応
していきたいと2月議会で地域創生条例を可決していただきまし
た。兵庫は地域創生を一過性のものには絶対にしないという意識
を明確にするために出した条例です。そこを皆様にもご理解いた
だければと思っています。
　最後になりましたが、兵庫県空調衛生工業協会のますますのご
発展と、新しい体制のご活躍を心からご祈念申し上げましてお祝
いの言葉にさせていただきます。おめでとうございます。

　4月に着任以来、瞬く間に
数ヶ月が経過しました。考えて
から走る時間的余裕もなく、走
りながら考える毎日です。
　また、本協会役員・会員の皆
さまの活動の積極性には、驚
かされます。
　例えば、会員数の拡大や経
費節減などの協会経営安定化への地道な取組、建設
業への人材育成・確保といった業界の将来に向けた
取組等、私もこうした前向きの協会運営のお役に立て
るよう頑張りたいと思います。

■ 退任ごあいさつ
　  神田  武  前会長

　この度、4期8年間務めさせていただき
ました会長を退任することになりました。
　先ずは、心からお礼と感謝を申し上げ
ます。
　空調衛生工業協会の会長に就任して
以来、目的はただ一つ空調衛生業界の
振興・発展のため、理事の方々と労をともにして参りました。この間
は長いように感じ、また短く思われましたが、山あり谷ありでいろい
ろなことがありました。理事・会員の方々、たくさんの関係者の方々と
の出会いがあり多くのことを教えていただき、何よりも、協会設立30
周年事業を盛会にできましたこと、また近畿地区で最初に一般社団
法人として平成24年3月に認可をいただきましたことが私の頭の中
をかけめぐっており、そして喜びも悲しみも共有することができ、今
では懐かしさで一杯です。会長として8年間、会長としての役にある
者として、どのような役割を演じ、どのように対処してゆくかを考えま
した。基本的にはぶれない方針の下で行動してきたつもりです。楽
しいこと、うれしいことはそのままに喜び、皆さんと楽しくやってきた
つもりです。これもみなさんのご支援ご指導をいただいたことと感謝
しているところです。
　後任は、私の敬愛する山口敬三さんです。2年間副会長としての
経験もあり、私とはタイプが違いますが、すぐれたスマートな人です。
この山口新会長を中心に、理事、会員一致して協会を盛り上げ、
一層の協会発展に向けた活動を活発に繰り広げられることを祈念
申し上げ、退任のあいさつといたします。本当にありがとうございま
した。


